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地域の記憶と戦争博物館
































































































































































































































年度 合 計 個 人 団 体 観光バス 遊 学 券 無料入館 修学旅行
１９９６ １，１３５，４３６ ４２８，８１８ ５８７，００８ ７８，２８３ ― ４１，３２７ ４６６，５５０
１９９７ １，０５０，３０８ ３８６，５９１ ５７１，００６ ６５，５０５ ― ２７，２０６ ４６３，７５０
１９９８ ９７１，０４３ ３５０，６７８ ５３４，６０７ ５６，７６９ ― ２８，９８９ ４４８，８８４
１９９９ ８９１，１０８ ３２３，８１０ ４８８，７５１ ４４，９０３ ― ３３，６４４ ４１５，６４７
２０００ ８３５，２００ ２６３，５５３ ３８１，８１３ ４２，９３４ １１４，５９０ ３２，３１０ ３６７，８８２
２００１ ８０８，４４４ ２９２，３０８ ３８３，０２６ ３０，６０１ ７４，６９９ ２７，８１０ ３７４，５３２
２００２ ７３９，８７４ ２８５，８３７ ２９６，７３５ ２９，３２１ ６５，６０６ ６２，４７５ ３００，６６０
表１ 長崎原爆資料館 年度別入館者数
（資料提供：長崎原爆資料館）

































































































































































































































































６２ 松山大学論集 第１７巻 第４号









































































６４ 松山大学論集 第１７巻 第４号
靖國神社 ２００３『靖國神社遊就館図録』
山辺昌彦 １９９４「平和博物館の現状と課題」『歴史学研究』No.６６４（１９９４年１０月増刊号）
山辺昌彦 １９９６「地域に根ざす平和のための戦争展示」『歴史評論』No.５５６（１９９６年８月号）
山辺昌彦 １９９８「平和博物館の侵略・加害展示に対する攻撃」藤原彰編『南京事件をどうみ
るか』青木書店
油井大三郎 １９９５『日米戦争観の相剋』岩波書店
吉田裕 １９９５『日本人の戦争観』岩波書店
吉田憲司 １９９９『文化の「発見」』岩波書店
ヨネヤマ＝リサ １９９６「記憶の弁証法－広島」『思想』No.８６６（１９９８年８月）
米山リサ ２００３『暴力・戦争・リドレス』岩波書店
歴史教育協議会編 ２００４『平和博物館・戦争資料館ガイドブック』青木書店
＊本稿は，２００３年度松山大学特別研究助成の研究成果の一部である。
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